
栃
木
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会(

２
０
１
５)

 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

１
回
戦

　

本
校
83
―
84
常
盤
大
学
高
校
（
茨
城
）

 

テ
ニ
ス
部

団
体
１
回
戦

　

本
校
１
―
２
東
京
学
館
船
橋
高
校(

千
葉)

シ
ン
グ
ル
ス
１
回
戦

　

金
森
４
―
６
野
口
莉
央(

湘
南
工
科
大
学
附
属
高
校・神
奈
川)

 

柔
道
部

１
回
戦

　

本
校
2
―
2
下
妻
一
高
校(

茨
城
）

　

代
表
戦
で
勝
利

２
回
戦

　

本
校
0
―
5
日
体
荏
原
高
校(

東
京
）

 

卓
球
部

  団
体
１
回
戦

　

本
校
2
―
3
千
葉
経
済
大
学
附
属
高
校(

千
葉
）

シ
ン
グ
ル
ス

　

神
原　

翔(

普
通
科
三
年
）　

　
　

１
回
戦

　

神
原
0
―
3
青
柳
伸
太
朗(

湘
南
工
科
大
学
附
属
高
校・神
奈
川
）

　

廣
田　

匠
悟(

普
通
科
三
年
）　

　
　

１
回
戦

　

廣
田
3
―
0
福
田
悠
馬(

日
大
豊
山
高
校
・
東
京
）

　
　

２
回
戦

　

廣
田
0
―
3
大
谷　

和(

埼
玉
栄
高
校
・
埼
玉
）

ダ
ブ
ル
ス

　

廣
田
匠
悟
・
大
口
省
吾
組(

と
も
に
普
通
科
三
年
）

　
　

１
回
戦

　

廣
田
・
大
口
2
―
3
東　

文
武
・
木
村
駿
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

湘
南
工
科
大
学
附
属
高
校・神
奈
川
）

 

剣
道
部

  予
選
リ
ー
グ
（
敗
退
）

　

本
校
1
―
4
城
北
埼
玉
高
校(

埼
玉
）

　

本
校
2
―
2
長
生
高
校(

千
葉
）

（
本
数
勝
ち
）

 

駅
伝
部

関
東
大
会
記
録

　

予
選
２
組　

第
７
位　

１
分
56
秒
87

 

特
殊
運
動
部
（
ボ
ク
シ
ン
グ
）

　

決
勝
戦

　
　

井
関　

対　

齋
藤
優
輝
（
前
橋
育
英
高
校
・
群
馬
）

       (

Ｗ
Ｐ　

２
―
1
で
勝
利
）

 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会(

２
０
１
５)

 

テ
ニ
ス
部

　　

五
月
三
十
日(

土
）栃
木
県
総
合
運
動
場
に
て
決
勝
戦
が

行
わ
れ
、
本
校
テ
ニ
ス
部
は
足
工
大
附
属
高
校
を
破
り
、

見
事
優
勝
し
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

３
回
戦
（
ベ
ス
ト
16
進
出
）

　

金
森
・
柚
木
5
―
8
白
藤 

成
・
ト
ゥ
ロ
タ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

     　

(

西
宮
甲
英
学
院
・
兵
庫
）

 

卓
球
部

シ
ン
グ
ル
ス
１
回
戦

　

廣
田
0
―
3
梅
崎
光
明(

倉
敷
工
業
・
岡
山
）

　

長
木
3
―
1
恒
松　

遼(

出
雲
北
陵
・
島
根
）

２
回
戦

　

長
木
0
―
3
三
部
航
平(

青
森
山
田
・
青
森
）

 

そ
の
他
の
大
会

  

水
泳
部

関
東
大
会
記
録　

2
分
32
秒
06

　

秋
季
関
東
大
会
に
出
場

　

１
回
戦　

本
校
7
―
8
霞
ヶ
浦
高
校(

茨
城
）

　

一
年
生
大
会　

優
勝
！

　

決
勝
戦　

本
校
10
―
8
作
新
学
院

⑷

 

　
　

県
団
体
戦
予
選
４
戦
全
勝
優
勝

　

原
田　

拓(

英
進
科
三
年
）個
人
戦
準
優
勝
で

　

第
51
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大
会
へ

団
体
戦 

予
選
４
勝　

48
チ
ー
ム
中
２
位

　

１
回
戦　

本
校
3
―
0
富
山
中
部
高
校(

富
山
）

　

２
回
戦　

本
校
2
―
1
都
城
泉
ヶ
丘
高
校(

宮
崎
）

　

３
回
戦　

本
校
3
―
0
浦
和
高
校(

埼
玉
）

　

４
回
戦　

本
校
2
―
1
甲
南
高
校(

兵
庫
）

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

１
勝
１
敗　

48
チ
ー
ム
中
５
位

　

１
回
戦　

本
校
3
―
0
秋
田
高
校(

秋
田
）

　

２
回
戦　

本
校
0
―
3
麻
布
高
校(

東
京
）

個
人
戦　

原
田　

 

予
選
２
勝
２
敗　

96
人
中
59
位

　

第
28
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
竜
王
戦
県
予
選

　

福
田
雄
太(
普
通
科
二
年
）個
人
戦
優
勝
！

　

  

第
28
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
竜
王
戦
へ
出
場

　

予
選
リ
ー
グ 　
予
選
２
勝
１
敗　

52
名
中
26
位

　

１
回
戦　

負　

対
堀
川
将
生(
仙
台
第
二
高
校
・
宮
城
）

　

２
回
戦　

勝　

対
小
田
樹
也(
福
井
工
業
高
専
・
福
井
）

　

３
回
戦　

勝　

対
白
井
竜
太(
熊
本
高
校
・
熊
本
）

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

１
勝
１
敗　

52
名
中
13
位

　

１
回
戦　

勝　

対
納
谷
瑛
志(

明
桜
高
校
・
秋
田
）

　

２
回
戦　

敗　

対
竹
川　

和(

明
和
高
校
・
愛
知
）

　
関
東
地
区
高
等
学
校
文
化
連
盟
将
棋
大
会
県
予
選

　
　
　

小
林
智
晴(

英
進
科
二
年
）準
優
勝
！

　

準
優
勝
し
た
小
林
、
３
位
福
田
雄
太(

普
通
科
二
年
）、

４
位
阪
本
駿(

英
進
科
一
年
）の
３
名
が
第
26
回
関
東
地
区

高
等
学
校
文
化
連
盟
将
棋
大
会
へ
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

予
選
リ
ー
グ　

小
林　

２
勝
１
敗(

５
位
）

　
　
　
　
　
　

阪
本　

２
勝
１
敗(

５
位
）

　
　
　
　
　
　

福
田　

１
勝
１
敗

男
子
都
県
別
対
抗
戦
栃
木
県
１
位(

４
名
中
３
名
本
校
生
徒
）

第
37
回
栃
木
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
写
真
展

Ａ
部
門
自
由
作
品
の
部
推
薦(

１
位
）橋
本
直
道(

普
通
科
二
年
）

　
　
　

第
22
回
関
東
地
区
高
等
学
校
写
真
展
へ
出
展

第
47
回
栃
木
県
高
校
デ
ザ
イ
ン
展

　
　
　

最
優
秀
賞　

儘
田
裕
弥(

普
通
科
二
年
）

第
58
回
栃
木
県
高
校
美
術
展

　
　
　

奨
励
賞　

田
島
葉
未
瑠(

普
通
科
二
年
）

第
40
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭(

広
島
大
会
）
展
示

平
成
27
年
度
各
種
大
会
結
果
報
告

平
成
27
年
度
各
種
大
会
結
果
報
告

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
今
年
度
か
ら
、
卒
業
時
に
高
校
生
活
三

年
間
で
充
実
し
た
成
果
を
挙
げ
た
生
徒
に
対
し
て
「
同

窓
会
会
長
賞
」
と
い
う
栄
誉
を
与
え
て
く
だ
さ
る
と
い

う
配
慮
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
が
今
ま

で
以
上
に
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
取
り
組
む
励

み
に
な
る
も
の
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
校
の
百
年
余
に
わ
た
る
歴
史
と
伝
統
は
、
本
校
の

建
学
の
精
神
で
あ
り
校
訓
で
も
あ
り
ま
す
「
一　

自
己

を
敬
え　

一　

他
人
を
敬
え　

一　

仕
事
を
敬
え
」
の

三
敬
の
教
え
を
日
々
唱
え
、
そ
の
体
得
実
践
に
励
む
こ

と
に
よ
っ
て
心
身
を
鍛
え
、
人
間
的
成
長
を
遂
げ
ら
れ

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
面
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
教
職
員
も
、
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
本

校
が
「
文
星
」
グ
ル
ー
プ
の
中
核
を
な
す
学
校
で
あ
る

と
い
う
自
覚
と
自
信
を
拠
り
所
と
し
て
、
生
徒
た
ち
が

社
会
の
た
め
に
貢
献
す
る
有
為
の
人
間
と
な
る
よ
う
指

導
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方
に

は
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
厳
し
く
か
つ
温
か
く
ご
指
導

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
会
員
の
皆

様
に
は
日
頃
か
ら
本
校

の
教
育
活
動
に
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
生
徒
た

ち
の
学
校
生
活
充
実
の
た
め
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
千
名
を
超
え
る
在
校
生
が
学

習
や
部
活
動
、
各
種
体
験
学
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
と
と
も
に
、
目
覚
ま
し
い

成
果
を
挙
げ
て
お
り
（
そ
の
一
部
を
次
ペ
ー
ジ
以
降
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
詳
細
は
そ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
）
、
着
実
な
歩
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
野
球
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
真
中
満
監

督
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ

る
諸
先
輩
方
の
皆
様
を
目
標
と
し
て
、
あ
る
い
は
お
手

本
と
し
て
、
在
校
生
た
ち
は
日
々
切
磋
琢
磨
い
た
し
て

運
　
動
　
部

  

県
総
体
準
優
勝
で
関
東
大
会
へ

  
団
体
４
位
で
関
東
大
会
へ

  

ダ
ブ
ル
ス
優
勝
！ 

金
森
拓
仁
・
柚
木
武（
と
も
に
普
通
科
二
年
）ペ
ア

 

硬
式
野
球
部

 

将
棋
部

 

写
真
部

 

美
術
部

  

団
体
３
位
で
23
年
連
続
32
回
目
の
関
東
大
会
へ

  

３
種
目
で
関
東
大
会
へ

  

団
体
準
優
勝
・
シ
ン
グ
ル
ス
金
森
拓
仁(

普
通
科
二
年)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

３
位
で
関
東
大
会
へ

  

廣
田
匠
悟
が
優
勝
！ 

長
木
駿
弥
が
４
位

                （
と
も
に
普
通
科
三
年
）で
個
人
戦
出
場
！

　
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ

　
　

安
達
瑛
大(

英
進
科
一
年
）関
東
大
会
に
出
場

　

ラ
イ
ト
ヘ
ビ
ー
級
に
出
場
し

　

井
関
賢
二（
普
通
科
三
年
）関
東
大
会
で
優
勝

  

八
〇
〇
ｍ　

畠
山
優(

普
通
科
三
年)

  

５
位
で
関
東
大
会
へ

文
　
化
　
部

せ
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
活
躍
に
在
校
生
の
硬
式
野
球
部
も
刺
激
を
受
け
、

秋
の
県
新
人
大
会
で
準
優
勝
し
て
秋
季
関
東
大
会
に
出

場
、
さ
ら
に
、
一
年
生
大
会
で
は
二
年
連
続
優
勝
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
勢
い
が
他
の
運
動
部
や
文
化
部
に
も
波
及
し
て
、

多
く
の
部
が
そ
の
後
の
関
東
大
会
や
全
国
大
会
へ
の
出

場
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
が
こ
れ
か
ら
も
各
方
面
で
活
躍
さ
れ

ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
同
窓

会
員
の
活
躍
、
さ
ら
に
は
母
校
の
生
徒
た
ち
の
活
躍
に

も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

で
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
と
し
て
紹
介
し
た
プ
ロ
野
球
・
東

京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
新
監
督
の
真
中
満
君
の
活
躍

で
す
。

　

二
年
連
続
で
セ
・
リ
ー
グ
最
下
位
に
低
迷
し
て
い
る

チ
ー
ム
の
再
建
を
託
さ
れ
た
真
中
君
は
、
秋
の
キ
ャ
ン

プ
か
ら
そ
の
指
導
力
を
発
揮
し
、
プ
ロ
野
球
史
上
ま
れ

に
見
る
大
混
戦
と
言
わ
れ
た
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
を
制
し
、

勢
い
に
乗
っ
て
日
本
シ
リ
ー
ズ
進
出
を
懸
け
た
Ｃ
Ｓ
で

も
巨
人
軍
を
圧
倒
、
と
い
う
快
挙
を
演
出
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
パ
・
リ
ー
グ
の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
を
倒
し
て
の
日
本
一
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

真
中
君
の
活
躍
は
、
私
た
ち
宇
学
人
に
夢
と
希
望
を
抱

か
せ
た
だ
け
で
な
く
、
栃
木
県
民
を
も
大
い
に
感
動
さ

　

文
星
芸
大
附
属
高
等

学
校
同
窓
会
と
は
百
余

年
の
伝
統
校
の
同
窓
生

同
士
「
き
ず
な
」
と
友

情
を
深
め
る
に
至
る
。

　

創
立
以
来
の
卒
業
生
は
、
地
元
を
主
体
に
関
東
一

円
、
ま
た
全
国
に
三
万
二
千
余
名
を
超
え
て
、
各
地
に

て
建
学
の
精
神
で
あ
る
、
校
訓
の
三
敬
精
神
（
学
祖
上

野
安
紹
先
生
）
の
趣
旨
に
基
づ
き
「
自お

の
れ己
を
敬
え
、

他ひ
 
と人
を
敬
え
、
仕こ

事と

を
敬
え
」
の
精
神
を
具
現
化
し
、

高
等
学
校
受
験
・
入
学
・
学
び
、
そ
し
て
卒
業
し
た
Ｏ

Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
仲
間
で
す
。

　

人
間
形
成
に
多
大
な
る
貢
献
し
、
即
ち
、
学
校
の
発

展
な
く
し
て
は
、
存
在
し
な
い
の
で
母
校
あ
っ
て
の
同

窓
会
な
の
で
す
。
会
の
活
動
、
学
校
行
事
に
参
加
さ
れ

て
い
な
い
、
卒
業
生
の
皆
様
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
生
は
、
文
化
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
学
術
面
で

活
躍
す
る
、
学
生
た
ち
を
応
援
出
来
る
の
は
、
先
輩
と

し
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

同
士
の
親
睦
と
友
情
を
深
め
な
が
ら
、
母
校
の
為
に

声
援
す
る
事
は
学
校
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
に
繋
が

り
ま
す
。

　

同
窓
会
に
対
し
て
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

⑴ ⑷

栃木県宇都宮市睦町１－４
文星芸大附属高等学校同窓会
ＴＥＬ 028(636)8585
ＦＡＸ 028(633)2321
発行人　大 森　文 隆
平成28年２月26日発行

同
窓
会
発
展
の
た
め
に

会
　
長

大
森
　
文
隆

　

同
窓
会
入
会
の
皆
様
へ

　

法
の
改
正
に
よ
り
十
八
歳
・
十
九
歳
の
若
者
が
新
し

く
政
治
へ
の
参
加
資
格
が
与
え
ら
れ
、
今
夏
予
定
の
選

挙
に
初
め
て
、
投
票
出
来
、
各
々
が
自
覚
と
責
任
が
問

わ
れ
ま
す
が
、
三
敬
精
神
を
喚
起
し
希
望
と
期
待
に
不

安
が
交
差
す
る
中
で
、
前
進
し
、
友
情
を
深
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
校
の
創
立
以
来
の

同
窓
生
は
三
万
二
千
名

を
超
え
て
お
り
、
そ
の

多
く
の
方
々
が
、
本
校

の
校
訓
で
あ
る
「
三
敬
精
神
」
の
も
と
で
培
っ
た
人
間

力
を
発
揮
し
て
社
会
の
た
め
に
奉
仕
し
、
大
い
に
活
躍

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
の
在
校
生
た
ち

に
と
っ
て
心
の
支
え
で
あ
る
と
と
も
に
大
き
な
目
標
と

も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

か
つ
て
の
「
宇
都
宮
学
園
高
等
学
校
」
時
代
に
高
校

ス
ポ
ー
ツ
界
に
名
を
轟
か
せ
た
硬
式
野
球
部
や
サ
ッ

カ
ー
部
等
の
О
Ｂ
の
方
々
で
、
現
在
も
各
方
面
で
活
躍

さ
れ
て
お
ら
れ
る
同
窓
生
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
前
号
の
第
五
回
会
報

真
中
満
君
の
活
躍
に
拍
手
を

学
校
法
人
宇
都
宮
学
園
理
事
長

上
野
　
憲
示

着
実
な
歩
み

文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校
長

大
木
　
廣
巳
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平
成
27
年
度 

文
星
芸
大
附
属
高
同
窓
会（
三
敬
会
）総
会 
平
成
27
年
度 

文
星
芸
大
附
属
高
同
窓
会（
三
敬
会
）総
会 

　

去
る
平
成
二
十
七
年
五
月
三
十
日
（
土
）
午
後
五

時
よ
り
、
宇
都
宮
市
内
の
ホ
テ
ル
丸
治
に
お
い
て
、

平
成
二
十
七
年
度
文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校
同

窓
会
（
三
敬
会
）
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
昭
和
二
十
三
年
卒
業
の
吉
田
守
邦
様

を
は
じ
め
、
幅
広
い
同
窓
生
の
出
席
と
、
来
賓
と
し

て
大
木
廣
巳
校
長
や
上
野
通
子
参
議
院
議
員
等
の
出

席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

角
田
正
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
総
会
が
開
始

さ
れ
、
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
山
星
事
務
長
か
ら
、

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
・
会
計
決
算
報
告
、
落

合
満
副
会
長
か
ら
会
計
監
査
報
告
、
ま
た
、
山
星
事

務
長
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案

の
報
告
が
有
り
、
審
議
の
結
果
滞
り
な
く
満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
理
事
と
し
て
昭
和
四
十
七
年
度
卒
業
の

原
啓
様
が
承
認
さ
れ
、
大
森
文
隆
同
窓
会
長
よ
り
優

秀
学
生
の
表
彰
や
当
高
等
学
校
卒
業
三
代
（
祖
父
・

父
・
本
人
）
表
彰
等
の
案
が
二
十
七
年
度
継
続
審
議

事
項
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
、
学
校
の
大
塚
晃
教
頭
か
ら
は
、

学
校
の
状
況
が
説
明
有
り
、
雪
野
賢
英
進
科
次
長
か

ら
は
二
十
六
年
度
の
進
学
状
況
等
に
つ
い
て
の
説
明

が
有
り
、
有
名
国
公
立
・
私
立
大
学
へ
の
順
調
な
進

学
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
大
和
副
会
長
（
応
援
団
部
）
の
音
頭
で

校
歌
斉
唱
が
あ
り
、
総
会
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
今
ま
で
参

加
の
少
な
か
っ
た
、
若
い
方
の
参
加
が
目
立
ち
、
特

に
二
十
六
年
度
よ
り
、
学
校
の
協
力
に
よ
り
同
窓
会

ク
ラ
ス
代
表
幹
事
が
選
出
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
度

卒
業
の
同
窓
会
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
の
鈴
木
悠
太
さ
ん

と
中
山
宏
二
郎
さ
ん
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
は
、
今
後
の
明
る
い
話
題
と
な
り
、
懇
親
会
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
時
間
の
懇
親
会
も
盛
会
の
う
ち
に
終
了
と
な
り
、

再
会
を
約
束
し
懇
親
会
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
役
員

名
誉
顧
問　

阿
久
津　

善　

一
（
30
年
卒
）

　

〃　
　

中　

山　

御　

由
（
35
年
卒
）

参
　
　
与　

吉　

田　

守　

邦
（
23
年
卒
）

　

〃　
　

芦　

澤　
　
　

伸
（
28
年
卒
）

　

〃　
　

藤　

野　

修　

逸
（
36
年
卒
）

会
　
　
長　

大　

森　

文　

隆
（
35
年
卒
）

副
会
長　

角　

田　
　
　

正
（
39
年
卒
）

　

〃　
　

小　

花　

一　

洋
（
56
年
卒
）

　

〃　
　

加　

藤　

明　

男
（
48
年
卒
）

　

〃　
　

大　

和　

勝　

夫
（
52
年
卒
）

　

〃　
　

落　

合　
　
　

満
（
52
年
卒
）

　

〃　
　

藤　

﨑　

則　

之
（
60
年
卒
）

理
　
　
事　

堀　

江　

一　

成
（
53
年
卒
）

　

〃　
　

青　

木　

利　

夫
（
53
年
卒
）

　

〃　
　

近　

藤　

勝　

二
（
35
年
卒
）

　

〃　
　

水　

沼　

宏　

統
（
平
4
卒
）

　

〃　
　

小　

針　

達　

宏
（
35
年
卒
）

　

〃　
　

髙
津
戸　

雄　

飛
（
平
17
卒
）

　

〃　
　

木　

村　

進　

一
（
54
年
卒
）

　

〃　
　

内　

山　

浩　

志
（
53
年
卒
）

　

〃　
　

上　

野　

光　

正
（
50
年
卒
）

　

〃　
　

坂　

本　

哲　

夫
（
50
年
卒
）

　

〃　
　

石　

川　

光　

治
（
56
年
卒
）

　

〃　
　

内　

藤　

秀　

夫
（
60
年
卒
）

　

〃　
　

原　
　
　
　
　

啓
（
47
年
卒
）

　

昨
年
、
史
上
ま
れ
に
見
る
混
戦
を
展

開
し
た
プ
ロ
野
球
セ
・
リ
ー
グ
は
、
ヤ

ク
ル
ト
が
十
四
年
ぶ
り
に
優
勝
を
つ
か

み
取
っ
た
。
指
揮
を
執
っ
た
の
は
宇
都

宮
学
園
高
（
現
文
星
芸
大
附
高
）
Ｏ
Ｂ

の
真
中
満
監
督
（
44
）
。
栃
木
で
学
ん

だ
積
極
野
球
を
「
真
中
イ
ズ
ム
」
に
発

展
さ
せ
、
二
年
連
続
最
下
位
だ
っ
た
チ

ー
ム
を
一
気
に
頂
点
に
導
い
た
。
本
県

出
身
の
監
督
は
ロ
ッ
テ
の
八
木
沢
荘
六

氏
（
作
新
高
出
）
以
来
二
人
目
だ
が
、

リ
ー
グ
制
覇
は
真
中
監
督
が
初
め
て
で

あ
る
。

　

真
中
監
督
は
、
躍
動
の
シ
ー
ズ
ン
を

振
り
返
り
な
が
ら
「
こ
れ
だ
け
苦
し
い

シ
ー
ズ
ン
は
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
競

っ
た
試
合
を
取
っ
て
優
勝
で
き
、
チ
ー

ム
と
し
て
本
当
に
大
き
く
な
っ
た
。
来

年
以
降
も
、
経
験
を
し
っ
か
り
生
か
せ

る
よ
う
に
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
来
季

に
向
け
た
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

  

（
２
０
１
５
・
11
・
12
付
下
野
新
聞
よ
り
）

　

第
六
十
八
回
卒
業
生
の
同
窓
会
入
会
式
が
平
成

二
十
八
年
二
月
二
十
九
日
（
月
）
、
本
校
体
育
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
同
窓
会
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

〈
平
成
27
年
度
同
窓
会
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
〉

　
　

３
年
１
組　
　
　
　
　

小　

山　

徹　

也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋　

藤　

祐　

貴

　
　

３
年
２
組　
　
　
　
　

久　

保　

和　

輝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻　
　
　

正　

義

　
　

３
年
３
組　
　
　
　
　

小　

野　

佑　

樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
崎　

友　

哉

　
　

３
年
４
組　
　
　
　
　

後　

藤　

隼　

也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

村　

尚　

稔

　
　

３
年
５
組　
　
　
　
　

阿　

部　
　
　

蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坪　

井　

貴　

臣

　
　

３
年
６
組　
　
　
　
　

小　

林　

巧　

人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

上　

駿　

亮

　
　

３
年
７
組　
　
　
　
　

大
田
原　
　
　

蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

野　
　
　

捷

　
　

３
年
８
組　
　
　
　
　

長　

井　

大　

季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

澤　

剛　

志

　
　

３
年
９
組
・
10
組　
　

石　

原　

一　

希

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　

知　

宏

　
　

３
年
11
組　
　
　
　
　

佐　

瀬　

裕　

也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金　

田　

幸　

祐

　
　

３
年
12
組　
　
　
　
　

大　

橋　
　
　

丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋　

藤　

友　

輔

　
　

３
年
13
組　
　
　
　
　

大　

貫　

大　

地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

澤　

正　

人
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　まなか・みつる　1971年１月６日生まれ。現役時代
は外野手。宇都宮学園高（現文星芸大附高）３年時
の1988年、春夏の甲子園に出場。春はベスト4 、夏は
３回戦敗退。日大を経て92年、ドラフト３位でヤクル
ト入団。現役引退は2008年。16年間の現役成績は1368
試合で通算1122安打。07年には１シーズン代打起用回
数（98回）、同代打最多安打（31本）の日本記録をつ
くった。引退後は同球団で打撃コーチなどを務め、15
年シーズンに監督就任。大田原市出身。

ヤクルト 真中満監督の活躍
２年連続最下位のチームを優勝に導く

宇
都
宮
学
園
高
時
代
の
真
中
監
督
。
チ
ー

ム
の
主
軸
と
し
て
春
夏
の
甲
子
園
を
経

験
し
た
＝
１
９
８
８
年
＝

　
同
窓
会
総
会
及
び
懇
親
会
は
毎
年
六
月
頃

に
開
催
さ
れ
ま
す（
下
野
新
聞
に
予
告
掲
載
）。

皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。


